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◆ 

巻 

頭 

言 

◆

生活衛生
いしかわ

　

生
活
衛
生
関
係
営
業
を
営
む
皆
さ
ま
方
並
び
に
生
活
衛
生
同
業
組
合
の

皆
さ
ま
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
公
庫
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
四
月
に
小
松
支
店
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
前
任
は
、

札
幌
支
店
で
あ
り
、
昨
年
の
夏
の
暑
さ
に
は
閉
口
し
ま
し
た
（
体
が
慣
れ

た
は
ず
の
今
年
も
、
暑
く
て
大
変
で
し
た
が
…
）。

　

日
本
公
庫
は
、
転
勤
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
私
も
二
十
数
年
の
勤
務
歴
で

小
松
支
店
は
十
二
ヵ
所
目
の
勤
務
地
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
、
先
輩
か
ら

転
勤
す
る
際
に
「
赴
任
地
を
第
二
の
故
郷
と
思
っ
て
、
そ
こ
に
慣
れ
親
し

ん
で
好
き
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を
実
践
し
て
き
て
い
ま
す
。
小
松

の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
お
旅
ま
つ
り
」
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ま

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
、
産
業
、
食
べ
物
な
ど
様
々
な
こ
と
に
興
味

を
持
ち
見
聞
を
広
め
、
こ
れ
を
仕
事
に
生
か
し
、
地
域
活
性
化
の
一
助
に

つ
な
が
れ
ば
と
日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
公
庫
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
民
間
金
融
機
関
の
補
完
と
い
う
使
命

を
常
に
念
頭
に
置
き
、
政
策
金
融
機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
生
活
衛

生
関
係
営
業
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
経
営
課
題
解
決
に
役

立
つ
情
報
発
信
を
強
化
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
発
展
に
協
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

就
任
一
年
目
を
振
り
返
っ
て

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
松
支
店

支
店
長
兼
国
民
生
活
事
業
統
轄

大
　
木
　
　
　
学
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▪ 

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

七
月
十
六
日
、
生
衛
業
経
営
セ
ミ

ナ
ー
（
消
費
税
対
策
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

会
）
が
し
い
の
き
迎
賓
館
で
開
催
さ

れ
、
金
沢
国
税
局
の
中
橋
文
徳
国
税
実

査
官
か
ら
「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に

つ
い
て
」、
講
師
派
遣
事
業
等
実
施
事

務
局
の
竹
内
真
一
氏
か
ら
「
消
費
税
軽

減
税
率
制
度
に
係
る
事
業
者
支
援
措
置

に
つ
い
て
」、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
務
局

の
服
部
真
也
氏
か
ら
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
者
還
元
事
業
に
つ
い
て
」、

石
川
県
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
の
西

田
千
穂
技
師
か
ら
「
受
動
喫
煙
の
防
止

対
策
に
つ
い
て
」、
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

▪ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
開
催

　

県
内
の
学
生
や
生
徒
さ
ん
に
就
業
体

験
を
し
て
い
た
だ
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

四
高
校
か
ら
六
名
の
参
加
が
あ
り
、

石
川
県
調
理
師
専
門
学
校
と
石
川
県
理

容
美
容
専
門
学
校
及
び
関
係
の
お
店
の

ご
協
力
を
得
て
、
飲
食
希
望
者
は
、
七

月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
、
理
美
容

希
望
者
は
、

七
月
二
十
二

日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の

日
程
で
、
業

界
へ
の
理
解

を
深
め
、
就

業
の
体
験
を

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　令和元年度生活衛生功労者として、次の方々が栄えある表彰を受賞されました。永年

にわたり生衛組合の組織の強化と業界発展のために顕著な功績を挙げられたことが認め

られ、受賞されたものであります。

　なお、表彰式は10月25日東京のホテルニューオータニで挙行されました。

✿厚生労働大臣表彰
　　理　　　容　田 畑　　 豪（白山市）　　　美　容　業　上 野 　　宏（内灘町）

　　旅館ホテル　多 田　計 介（七尾市）

✿（一社）全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰
　　鮨　　　商　疋 田　幸 久（金沢市）　　　飲　食　業　今 村　七 郎（七尾市）

　　理　　　容　前 田　英 明（金沢市）　

栄えあるご受賞おめでとうございます
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参
加
し
た

高
校
生
か
ら

は
、「
初
め

て
の
体
験
で

と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
」、

「
大
変
役
に

立
ち
、
将
来

の
進
路
と
し

て
考
え
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▪ 

衛
生
水
準
の
確
保
・
向
上
事

業
推
進
会
議
の
開
催

　

九
月
二
十
四
日
、
し
い
の
き
迎
賓
館

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
第
一
回
衛
生

水
準
の
確
保
・
向
上
事
業
推
進
会
議
を

開
催
し
、
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
金

沢
市
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
金
沢
支
店

の
出
席
も
い
た
だ
き
、
十
一
月
の
生
活

衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月
間
に
向
け

た
事
業
行
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
動
計
画
で
は
、
生
衛
法
の
意
義
に

つ
い
て
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
や
新
規

組
合
加
入
者
の
増
加
を
図
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▪ 
令
和
元
年
度
第
二
回
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
理

事
会
の
開
催

　

九
月
二
十
四
日
、
金
沢
石
亭
に
お
い

て
、
令
和
元
年
度
上
半
期
の
事
業
報
告

に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
補
正

予
算
に
つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▪ 

健
康
入
浴
推
進
講
習
会
の
開
催

　

地
域
住
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
、

住
民
相
互
の
交
流
促
進
及
び
公
衆
浴
場

の
新
た
な
利
用
方
法
の
普
及
を
図
る
た

め
、
十
月
一
日
、
珠
洲
市
の
「
海
浜
あ

み
だ
湯
」
に

お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、

近
隣
住
民
三

十
人
が
参
加

し
、
詩
吟
や

演
歌
・
民
舞

を
観
賞
し
、

健
康
運
動
指

導
士
の
関
山

裕
子
さ
ん
に

よ
る
健
康
講

話
を
聞
き
、

健
康
体
操
で

体
を
ほ
ぐ
し

た
後
、
ゆ
っ

く
り
湯
船
に

つ
か
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し

ま
し
た
。

▪ 
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修
の
開
催
　

　

ト
ラ
ブ
ル
防
止
や
確
か
な
技
術
で
信

頼
さ
れ
る
お
店
に
な
る
た
め
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
法
で
三
年
に
一
回
の
受
講
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

師
研
修
会
が
、
十
月
六
日
、
石
川
県
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
南
加
賀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

由
田
生
活
環
境
課
主
幹
か
ら
「
衛
生
法

規
及
び
公
衆
衛
生
」、
大
阪
府
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
研
修
所
の
桑
野
富
夫
所
長
か
ら

「
洗
た
く
物
の
受
け
取
り
、
保
管
及
び

引
き
渡
し
」
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
二
十
一
名
が
受
講
さ
れ
、

受
講
者
に
は
終
了
後
、
修
了
証
書
及
び

研
修
受
講
済
み
ス
テ
ッ
カ
ー
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
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麺
類
食
堂
組
合

東
海
・
北
信
越
合
同
ブ
ロ
ッ
ク

　

正
副
理
事
長
・
事
務
局

石
川
会
議
の
開
催

石
川
県
麺
類
食
堂
生
活
衛
生
同
業
組
合

常
務
理
事　

村
田
　
隆
仁

　

六
月
二
十
六
日
、
青
葉
が
映
え
わ
た

り
清
々
し
い
風
を
感
じ
る
頃
、「
し
い

の
き
迎
賓
館
」
に
て
日
麺
連
・
全
麺
生

連
「
東
海
・
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
正
副
会

飲

食

業

組

合

第
三
十
七
回
・
夏
の

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
い
し
か
わ
開
催

石
川
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

副
理
事
長　

福
永
　
佳
正

　

今
年
度
の
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
い
し
か

わ
」
は
、
夏
休
み
期
間
に
ご
家
族
連
れ

の
ご
来
場
を
メ
イ
ン
に
企
画
し
「
夏
食

の
さ
い
て
ん
」
を
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
七
月
二
十
四
、
二
十
五
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

恒
例
の
石
川
の
酒
コ
ー
ナ
ー
、
群
馬

県
高
崎
達
磨
な
ど
の
企
画
を
は
じ
め
各

企
業
様
の
ブ
ー
ス
出
店
に
加
え
、
夏
の

長
事
務
局
石
川
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
は
東
川
専
務
理
事
の
司
会
の
も

と
、
中
田
理
事
長
が
開
催
県
組
合
と
し

て
議
長
を
務
め
ま
し
た
。
各
県
参
加
者

の
紹
介
、
各
県
組
合
か
ら
の
現
状
報
告

が
行
わ
れ
た
後
、
組
合
財
政
健
全
化
の

た
め
の
情
報
交
換
や
組
合
員
の
減
少
に

ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
熱
く
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
、
正
副
理
事
長
事
務
局
会

議
に
初
め
て
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
石
川
県
組
合
の
代
表
と
し
て
し
っ

か
り
と
意
見
を
言
う
大
変
さ
と
責
任
の

重
さ
を
肌
で
感
じ
た
と
同
時
に
、
議
論

を
通
じ
得
ら
れ
た
事
を
組
合
に
反
映
し

な
く
て
は
と
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。　　
　

　

会
議
後
の
懇
親
会
は
、
石
川
を
代
表

す
る
料
理
旅
館
「
金
沢
茶
屋
」
に
席
を

設
け
、
鮮
麗
な
加
賀
料
理
と
地
酒
を
堪

能
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を
深
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
次
回
の
開
催
は
、
愛

知
県
名
古
屋
市
と
な
り
ま
す
。

風
物
詩
「
縁
日
」
な
ど
、
お
子
様
向
け

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
金
沢
こ
ど
も
園
の

絵
の
展
示
等
を
企
画
、
顧
問
の
石
川
県

知
事
・
金
沢
市
長
・
県
議
会
議
員
・
金

沢
市
議
会
議
員
の
来
賓
挨
拶
を
頂
き
、

金
沢
の
小
学
生
に
よ
る
一
輪
車
の
可
愛

く
ス
テ
キ
な
シ
ョ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
高
校
野
球
の
決
勝
戦
と
重

な
り
駐
車
場
の
確
保
を
心
配
し
ま
し
た

が
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
局
の
協
力
も
得
て
生

中
継
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

我
が
飲
食
業
界
は
、
消
費
税
の
複
雑

化
や
そ
の
為
の
器
具
の
設
置
、
受
動
喫

煙
防
止
法
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応

と
、
課
題
満
載
で
す
が
、
多
様
な
お
店

の
集
合
体
の
組
合
で
す
の
で
、
組
合
員

相
互
が
知
恵
を
絞
り
ク
リ
ア
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
現
状
と
課
題
を

踏
ま
え
、
来
年
も
、「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

い
し
か
わ
」
や
、
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
の

組
合
入
会
申
込
書
の
作
成
な
ど
の
明
る

い
素
材
を
考
案
し
、
活
力
あ
る
組
合
活

動
を
行
な
っ
て
参
り
ま
す
。
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氷
雪
販
売
業
組
合

「
氷
屋
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
試
験
」

を
組
合
員
と
そ
の
従
業
員
を

対
象
に
実
施

石
川
県
氷
雪
販
売
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　

蔵
本
　
顕
彦

　

全
氷
連
は
、
氷
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
あ
る
氷
屋
が
扱
う
氷
の
み
を

「
氷
屋
純
氷
」
と
名
付
け
、
氷
屋
独
自

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
伴
い
、
認
定
試
験
を
実
施
し
た
。

　

名
称
を
「
氷
屋
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
氷
の
知
識
を
問

う
だ
け
の
よ
く
あ
る
「
氷
オ
タ
ク
」
を

認
定
す
る
試
験
で
は
な
く
、
氷
屋
と
し

て
必
要
な
衛
生
上
の
留
意
点
や
適
切
な

顧
客
管
理
の
方
法
な
ど
、
氷
の
事
業
者

と
事
業
所
で
働
く
従
業
員
を
対
象
と
し

て
求
め
ら
れ
る
知
識
に
つ
い
て
幅
広
く

出
題
す
る
こ
と
で
「
氷
屋
の
プ
ロ
」
の

認
定
試
験
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

ま
た
「
マ
イ
ス
タ
ー
試
験
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
自
ら
が
扱
う
商
品

に
つ
い
て
学
び
、
興
味
を
持
ち
、
ひ
い

て
は
顧
客
に
自
信
を
も
っ
て
商
品
の
説

明
が
で
き
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
氷

の
配
達
だ
け
で
な
く
営
業
マ
ン
が
た
く

さ
ん
誕
生
し
て
く
れ
る
こ
と
に
こ
の
試

験
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て

い
る
。

　

今
回
は
、
初
級
で
あ
る
「
氷
屋
マ
イ

ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
」
の
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
格
者
に
は
、

ア
ル
ミ
額
装
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

証
」
に
加
え
、
副
賞
と
し
て
右
袖
に
シ

ル
バ
ー
マ
イ
ス
タ
ー
の
称
号
が
付
い
た

ブ
ル
ゾ
ン
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

理

容

組

合

第
六
十
七
回

東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会

　

令
和
元
年 

金
沢
決
戦
！ 

�

華
や
か
に
開
催

石
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

常
務
理
事　

沓
　
　
智
之

　

第
六
十
七
回
東
海
北
陸
理
容
競
技
大

会
は
六
月
十
七
日
、
金
沢
市
の
文
化

ホ
ー
ル
に
、
東
海
北
陸
理
容
協
議
会
六

県
の
代
表
選
手
と
組
合
関
係
者
、
学
校

生
な
ど
約
五
百
人
が
一
堂
に
集
い
、
華

や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　

県
組
合
か
ら
は
、
小
伏
脇
奈
都
子
講

師
を
選
手
団
長
に
六
人
が
競
技
部
門
に

出
場
し
健
闘
し
た
。

　

開
会
式
は
「
令
和
元
年
金
沢
決

戦
！
」
の
迫
力
あ
る
映
像
か
ら
始
ま

り
、
絈
野
邦
雄
実
行
副
委
員
長
が
開
会

宣
言
。
君
が
代
斉
唱
の
後
、
竹
部
健
次

大
会
委
員
長
が
「
組
合
員
の
団
結
を
深

め
て
発
展
を
誓
う
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

だ
」
と
挨
拶
。

　

そ
し
て
、
長
田
實
大
会
実
行
委
員
長

が
「
よ
う
こ
そ
金
沢
へ
。
技
術
の
向

上
、
発
展
を
大
切
に
し
よ
う
。
選
手
の

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
大
森
利
夫
全
国
理
容
連
合

会
理
事
長
、
来
賓
の
谷
本
正
憲
県
知
事

と
山
野
之
義
金
沢
市
長
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
審
査
委
員
功
労
者
の
矢
田
正

明
さ
ん
（
愛
知
）
が
表
彰
さ
れ
、
小
伏

脇
隆
ノ
介
審
査
委
員
長
の
審
査
要
項
説

明
の
後
、
選
手
を
代
表
し
て
田
嶋
寛
明

さ
ん
が
力
強
く
宣
誓
し
た
。

　

競
技
は
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
中
、
第

一
部
門
に
十
三
人
、
第
二
部
門
に
七

人
、
第
三
部
門
に
十
三
人
、
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
に
九
人
が
出
場
し
て
熱
戦
が
展
開

さ
れ
、
理
容
二
〇
一
九
メ
ッ
セ
ー
ジ
東

海
北
陸
大
会
で
は
二
人
が
意
見
を
発
表

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
輪
島
・
和

太
鼓
虎
之
介
」
太
鼓
チ
ー
ム
に
よ
る
日

本
一
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
響
き
渡

り
、
会
場
が
沸
い
た
。

　

表
彰
式
の
後
、
閉
会
式
で
は
来
年
開

催
担
当
の
富
山
県
に
大
会
旗
が
渡
さ
れ
、

前
田
英
明
実
行
副
委
員
長
の
閉
会
の
言

葉
と
、
島
津
義
直
静
岡
県
組
合
理
事
長

に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
括
っ
た
。
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理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

�

各
地
で
社
会
貢
献
活
動

　

全
国
理
容
連
合
会
「
理
容
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」（
九
月
の
第
二
月
曜
日
）

の
九
月
九
日
、
全
国
の
各
組
合
で
社
会

公
衆
浴
場
業
組
合

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
そ
れ
は
協
働

取
組
の
共
通
言
語

石
川
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　

松
永
日
出
男

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ 

ｓ
」（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
最
近
よ
く
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

環
境
問
題
に
関
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
言
葉
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
事
を

言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

　

環
境
に
優
し
い
銭
湯
経
営
を
行
う
者

と
し
て
興
味
を
持
ち
、
学
ん
で
取
組
ん

で
い
け
る
よ
う
に
組
合
員
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

講
師
に
は
、
金
沢
星
稜
大
学
の
新
教

授
（
博
士
・
社
会
環
境
科
学
）
を
お
迎

え
し
、
分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
頂
い

た
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ 

ｓ
」
と
は
、
共
通
の
考

え
・
共
通
の
言
葉
で
あ
る
。
現
代
社
会

の
抱
え
る
課
題
の
解
決
へ
の
道
筋
に
つ

い
て
考
え
る
時
が
来
て
い
る
。（
地
球

温
暖
化
・
生
物
多
様
性
の
危
機
・
世
代

間
、
世
代
内
の
経
済
格
差
・
途
上
国
の

問
題
等
）
今
の
生
活
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
？
食
品
の
廃
棄
の
問
題
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
等
、
身
近
に
あ
る

問
題
、
課
題
が
ま
さ
に
当
て
は
ま
る
。

　

二
〇
一
五
年
九
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
目
標
」
二
〇
一
六
～
二
〇
三
〇

年
ま
で
の
国
際
目
標
に
な
っ
て
い
る
。

　

十
七
の
目
標
と
百
六
十
九
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
人

■
大
会
成
績

　
［
第
一
部
門
］

　
　
　

三
位　

田
嶋　

寛
明
（
石
川
）

　
［
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
］

　
　
　

二
位　

山
口　

夏
己
（
石
川
）

　
［
理
容
二
〇
一
九
メ
ッ
セ
ー
ジ
］

　
　
　

二
位　

鹿
渡　

正
宏
（
石
川
）

貢
献
活
動
が
実
施
さ
れ
、
石
川
県
組
合

で
は
残
暑
厳
し
い
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

カ
ッ
ト
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
が
各
地
区
で
行
わ
れ
、
組
合
員
ら

二
百
七
十
七
人
が
参
加
し
た
。

 

金
沢
支
部

　
「
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
」
と
、
青
年
部
が
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
回
収
大
作
戦
を
実
施
し
、
約

六
千
六
百
六
十
個
を
集
め
、
障
害
者
施

設
「
一
歩
」
に
寄
付
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
二
班
に

分
か
れ
て
、
金
沢
駅
や
片
町
な
ど
を
歩

い
て
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。
県
理
容
美
容
学

校
生
の
理
容
科
二
十
人
も
参
加
し
た
。

 

能
登
支
部

　

河
北
地
区
は
新
品
タ
オ
ル
百
枚
を
高

松
病
院
へ
寄
付
し
た
。
能
都
地
区
は
お

年
寄
り
に
敬
老
の
日
を
さ
わ
や
か
な
気

分
で
迎
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
鳳
寿
荘
」
の
入
所
者

百
五
十
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
や

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
六
地
区

で
実
施
し
た
。

 

加
賀
支
部

　

事
業
推
進
部
ら
が
、
小
松
市
平
面
町

の
認
知
症
対
応
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
自

生
園
ひ
ら
ん
て
」
の
入
所
者
五
十
人
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ッ
ト
し
た
。
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
三
ヶ
所
で
行
っ

た
。 



（7）第94号  令和元年11月 生 活 衛 生 い し か わ

人
と
の
つ
な
が
り

石
川
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

白
山
支
部 

支
部
長　

本
多
　
竜
一

　

春
よ
り
、
石
川
県
公
衆
浴
場
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
白
山
支
部
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
本
多
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
業
種
に
就
い
て
五
年
目
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
自
動
車
の
整

備
を
し
て
い
ま
し
た
。
全
く
違
う
業
種

か
ら
の
転
職
と
あ
っ
て
、
や
は
り
悩
む

の
は
人
づ
き
あ
い
で
す
。

　

初
め
は
、
常
連
客
と
い
え
ど
全
然
会

話
す
る
事
が
出
来
ず
、
な
か
な
か
馴
染

め
な
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
会
話
を
し
て
い
く
な
か
で

今
ま
で
の
自
動
車
整
備
を
生
か
し
「
車

が
こ
ん
な
状
態
な
ん
や
け
ど
、
何
が
悪

い
の
か
？
」
と
か
聞
い
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
常
会
話
を
通

じ
て
知
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
日
々

お
客
さ
ん
に
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て

ひ
と
り
が
、
一
サ
ー
ク
ル
が
、
一
企
業

が
各
々
の
目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
宣
言

し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、

二
〇
三
〇
年
に
は
見
事
に
達
成
で
き
る

よ
う
な
活
動
で
あ
る
。

　

浴
場
組
合
・
銭
湯
を
経
営
す
る
に
あ

た
り
、
幾
つ
か
の
目
標
に
当
て
は
ま

る
。
其
々
の
店
舗
に
よ
っ
て
も
当
て
は

ま
る
も
の
は
違
え
ど
、
目
標
や
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
、
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
行

動
を
起
こ
す
よ
う
に
意
識
の
切
り
替
え

を
行
う
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
学
ん

だ
。

・
企
画
・
活
動

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ 

ｓ
の
も
の
さ
し
に
当
て

は
め
て
み
る
。
テ
ー
マ
に
の
っ
と
っ

た
結
び
つ
き
（
ひ
も
づ
け
）

　

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
個
人
個

人
に
ま
で
浸
透
す
る
よ
う
に
！

・
経
営
方
針
に
取
り
込
ん
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く

　

認
知
度
が
増
す
。
→
異
業
種
と
の

取
組
み
が
生
ま
れ
る
。

・
国
内
・
外
の
人
と
の
協
力

　

海
外
の
人
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ 

ｓ
に
関
心

が
深
い
！

　

二
〇
一
四
年
よ
り
毎
年
参
加
し
て
い

る
「
い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
」
に
お
い

い
ま
す
。

　

さ
て
、
時
代
は
令
和
に
な
り
、
消
費

税
の
増
税
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

等
々
、
こ
れ
ま
で
の
時
代
か
ら
大
き
な

変
化
の
時
が
き
ま
し
た
。

　

燃
料
費
の
高
騰
等
、
仕
入
れ
価
格
の

上
昇
、
入
浴
客
の
減
少
に
よ
る
収
益
の

低
下
な
ど
悩
み
の
種
は
つ
き
ま
せ
ん

が
、
銭
湯
と
い
う
文
化
を
維
持
し
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
「
お
風
呂
屋
さ
ん
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

て
も
二
年
程
前
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ 

ｓ
を

取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
は
組

合
と
し
て
十
七
の
目
標
の
う
ち
四
つ
の

目
標
を
掲
げ
取
組
み
の
宣
言
を
行
っ

た
。

３
（�

保
健
）
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
を

７
（�

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み

ん
な
に　

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

13
（�

気
候
変
動
）
気
候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を

17
（�

実
施
手
段
）
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
目
標
を
達
成
し
よ
う

 

美川温泉元湯ほんだ



組合に加入すると、次のようないろいろなメリットがあります。組合に加入すると、次のようないろいろなメリットがあります。

❶　日本政策金融公庫で有利な金利・返済期間・借入金額

　での融資や無担保、無保証人など貸付制度が利用できま

　す。

❷　融資、経営、税務、労務、衛生等の経営相談が受けら

　れます。

❸　研修会、講習会に参加して広く知識の習得ができます。

❹　各種の業界情報が、迅速に入手できます。

❺　組合の取り扱う各種共済や保険制度に加入し、万一に

　そなえることができます。

❻　カラオケを使用しているお店では、使用料金の割引が受けられます。

❼　組合が実施する事業や行事に参加できます。

❽　県内の組合や行政、他団体、組織との人的ネットワークづくりができ、

経営に生かすことができます。

❾　各種の表彰制度（知事、大臣等）が受けられ、社会的な信用もアップ

します。

組合の組織強化と業界発展のため、組合加入を呼びかけましょう

生活衛生同業組合
への加入を

呼びかけましょう

加入のメリット

この広報紙は、生衛組合員の皆さんのための機関紙であり、消費者や生衛業の皆さんへの広報紙
でもあります。各組合の皆さん方からの随想やいろいろな話題を提供してください。なお、既刊の

「生活衛生いしかわ」は指導センターホームページで見ることができます。

石川県生活衛生営業指導センター　　　 ホームページ   URL  http://www.seiei.or.jp/ishikawa/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ メ ー ル   E-mail  ishikawacenter@seiei.or.jp

お　願　い

表紙写真
説 明

　「叡智の杜（苔の里）」は、小
松市日用（ひよう）町にある観

光体験スポットです。
　「苔の里」は、杉の美林に囲まれた苔むす庭園や
古民家など全国農村景観百選に選ばれた美しい観
光開放エリアを、ガイドから自然や生活文化につ
いて解説を受けながら鑑賞することができます。

� （写真提供：こまつ観光物産ネットワーク）

叡
えい

智
ち

の杜
もり

（苔の里）


